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肝細胞癌最大割面の 50%以上に蛍光が観察された ICG high群 (n=20) では 50%
未満の ICG low 群 (n=20) と比較して偽腺管構造、隔壁を有する率が有意に高く、
偽腺管内及び隔壁近傍の微細胆管内に ICG と共局在する multidrug resistance 
p-glycoprotein-3 (MDR3) が観察された。ウェスタンブロット法によるタンパク定量では、
ICG high群で organic anion transporting polypeptide 1B3 (OATP1B3) とMDR3の発













論文審査担当者 主査 阪原 晴海 
副査 椙村 春彦 副査 杉本 健 
